
具体的な取組③

③ 特例教科,キャリア・地域(体験)活動の再構築
《特例教科の授業時数》

《教科横断的な指導による資質・能力の育成》

・地域を基盤とした創造的な思考力の育成
(主 :こ『学ぶ力」)

・グローバル化に対応したコミュニケーシ
(主に「未来を拓く力』)

・自律的な学びを支えるリテラシー 0スキ

(主に「考える力」)

ョンカの育

ルの育

【うぶやま学】
【生活科・社会科】

【英会話科】
【英語科】
チャレンジ学習】

【国語辞】

区  分
lst 2nd 3rd

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年

特

例

教

科

英会話 20 20 20 20 35 35 35 35 35

うぶやま学 34 35 45 45 45 45 45 45

チャレンジ学習 25 25 25 25 25 25 25

成果と課題

Q夢鑓量∫壽屹藉影輻躾躊蝙跛咀笏繹る米吻蝙彦雉辣瘍硫餞》態による数魔活動を

晨腱したことてR痣靡呼熙鱚颯餃鯰儡嬌炸仄颯鰺隧六眸靱舒躾磯

O鶉鷺襲珀辣檬写写饉靡饒覺熙量 涙咤辣聰跛晰籟踪 :こよ儀サ,藝勒鱚躁銹兒け ほヽ
え竃警巡跛鍼覺鰺塁ン甕鬱聰飩院が高ま惨た。

o鋳咸畿憮警難ゃ薔凸写甍蝙燒屏耗鋏》鱚鰊颯冬鰺が国られた。また、これまで昆

落とされていたりななな瞼饂はな蛹藝漑癸鰤ができた。

●学習指導要領Q全爾実施書ひかえ、マ憑辟鶉貪絣夕勒蝙輯藉麒能諫欝儡魏鱚醸

藉鼈悠旱又はA写鰊骰赳ンはレ鰺なする必要がある。

●祓趙愧颯揚饂鶉醸聰楔隋踪勒颯晰鼈 を図りたい鬱特に,な祠聰瘍蝙魃苺繹笏

饂呼礫冬熙魃颯颯咎隆瘍颯鯰鰊蒻鰺影揚鰈蝙洟《蝙辣》饒褥鯰瑯了鰺霰を行

う必要がある喩
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O教科等の枠組みを超えて教科横断的な視点で育成を目指す資質・能力の育成
(「学習の基盤となる資質・能力」「現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力」)
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